
岐阜赤十字病院地域医療連携支援病院委員会（第６１回）議事録 

 

日  時 令和６年１２月９日（月） 午後２時～午後２時４０分 

場  所 岐阜赤十字病院 南館２階講堂 

出席委員 

建部英春／松波英寿／西野好則／中島和也／各務尚之／栗本秀文 

安江隆晃（代）／吉田徹 

林昌俊／石森正敏／伊佐治真子／大西浩子／木方豊 

事 務 局 加賀圭／大野健／可兒祐一 

 

１．協議事項 

■議 題１ 紹介患者に対する医療の提供 

≪報告者≫ 加賀課長 

≪説 明≫ 紹介率【84.8％】逆紹介率【95.7％】（令和６年４月～１０月） 

各診療科別紹介率及び逆紹介率 

≪内 容≫ 承認 

 

■議 題２ 共同利用の実施 

≪報告者≫ 大野係長 

≪説 明≫ ①検査機器、開放型病床、図書、講堂の利用状況（令和６年４月～１０月） 

【検査機器 12回／開放型病床 43床／図書 0回／講堂 1回】 

      ②開放型病床登録施設数及び登録医数報告 

       【開放型病床登録施設 202施設／登録医 241名】 

 ≪内 容≫ 承認 

 

■議 題３ 救急医療の提供 

≪報告者≫ 可兒主任 

≪説 明≫ 救急に関する状況報告（令和６年４月～１０月） 

       【救急車受入 1,399件】 

【救急車搬送率 1,388件／15,408件（9.01％）】 

【入院率 594件／1,399件（42.5％）】 

【救急患者状況 1,912件】 

救急車受入件数が昨年度と比べ減少していることを受け、救急応需可否

の時間短縮など迅速に対応できるよう取り組みを進めていく。 

 ≪内 容≫ 承認 

 

■議 題４ 地域の医療従事者に対する研修実施 

≪報告者≫ 大野係長 

≪説 明≫ 地域の医療従事者に対する研修の実施状況（令和６年４月～１０月） 

      【13回開催／444名参加】 

≪内 容≫ 承認 

 



 

■前回の委員会における質疑の回答 

１．紹介患者に対する医療の提供について 

（１）各診療科別紹介率及び逆紹介率一覧について比較表を追加 

 

（２）逆紹介率の低い診療科について診療科部長にヒアリングを実施 

①耳鼻咽喉科 

紹介元から紹介される症状として『急性難聴』が非常多く、次いで『副鼻腔炎』、

『扁桃炎』が主な疾患である。『急性難聴』については、治療の完了により当院に

て終診となることが多く、紹介元の医療機関への報告により逆紹介に至っていな

い。『副鼻腔炎』については、治療のほか手術を必要とする場合もある。術後の経

過状況により継続的な診療が必要な場合が多く、紹介元の医療機関へ逆紹介を行っ

ている。『扁桃炎』については、『急性難聴』と同じく、治療の完了により当院にて

終診となることが多く、紹介元の医療機関への報告により逆紹介に至っていない。 

 

②皮膚科 

紹介元から紹介される症状として、紹介元での治療困難（時間を要する）な慢性

の『アトピー性皮膚炎』や『湿疹』が主な疾患である。当院にて治療を実施するこ

とにより完治するケースが多く、紹介元の医療機関への報告により逆紹介に至って

いない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■ご意見・ご要望等 

１．紹介患者に対する医療の提供について 

○松波委員 

  『各診療科別紹介率及び逆紹介率一覧』にある内科系とは何を意味するか？また、

内科系の内訳にある内科はどのような意味か？ 

 →各内科の合計を意味する。また、内科系の内訳にある内科は、専門の内科を持た

ない医師（非常勤）の診療実績を意味する。 

放射線科の紹介率は 100％ではないのか？また、放射線科はどのような診療内容

か？ 

 →当院かかりつけ患者が他医療機関から紹介されて受診する場合があり、初診患者

として全て計上しないため 100％にならない。また、診療内容は放射線科医によ

る診察後、放射線機器による撮影や結果説明があげられる。 

 

○西野委員 

内科系の内訳にある内科はどのような場合に計上されるか？ 

→専門の内科を持たない医師（非常勤）が診療を行った場合に計上している。 

 

○建部委員長 

患者の症状を基準として診療科ごとの件数を算出しているのか？ 

  →内科系は対応した医師の診療科を基準としている。 

 

３．救急医療の提供について 

○松波委員 

救急車受入にかかる断りの件数は月何件程か？ 

  →月 20～30件程度である。主な断り理由は、脳神経外科などの専門治療が困難な

ことがあげられる。 

 

４．地域の医療従事者に対する研修実施 

○西野委員 

  糖尿病教室の対象者は誰か？ 

 →当院に通院している患者を対象としている。 

 医師会の集まりで研修会などの報告をしているため、発信できることがあれば周

知してほしい。 

 →必要に応じて適宜アナウンスする。 

 

○建部委員 

他の医療機関から研修会の開催などを要望されることはあるか？ 

   →現状そのような事例はない。要望があれば適宜対応することとしたい。 

 

 


